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KEIZAI-SHIRIN（TheHoseiUniversityEconomicReviｅｗ） 
HoseiUniversity,Tokyo,Japan 
Vo１．５６，Ｎｏ．４，１９８８ 
｢利潤の分割」（'資本論』第３部
第22章）の草稿について
－第３部第１稿の第５章から－
大谷禎之介
1．はじめに
『資本論」第３部のエンゲノレス版（現行版）第５篇第22章「利潤の分割。
利子率。利子率の「自然的な」率」は，マルクスの第３部用の草稿のうち
の「第１稿」すなわちいわゆる「主要原稿」の295-300ページからまとめら
れたものである。草稿では，この部分は第５章の６つの項目のうちの第２
の項目「２）利潤の分割。利子率。利子の自然的な率」をなしており，エ
ソゲルスはこの表題を－「自然的な」という語の前後に引用符をつける
という変更を加えただけで－そのまま章の表題にしたわけである。エン
ゲルス版のこの章の内容は，先行する第21章と同じく，マルクスの草稿と
ほぼ一致している。ここでのエンゲルスの作業の大半は，それまで彼が第
３部の草稿の整理をするのにとってきたしかたで個々の文章を手入れする
ことと，草稿での注や追記を印刷用に整理・配置することとであった。
本稿では，第３部第１稿についてのこれまでのいくつかの拙稿'）と同様
のしかたで，エンゲノレス版第22章にあたる草稿第５章の「２)」を調べ，
それとエンゲルス版との相違を示すことにする。なお，草稿とエンゲルス
版とでは篇・章・節などの項目名の使い方にずれがあるが，以下では，項
目名はすべて草稿のそれによることとし，必要に応じてエンゲルス版のそ
れを括弧書きすることとする。
２ 
１）「｢貨幣取扱資本」（『資本論』第３部第19章）の草稿について｣，『経済志林』
第50巻第３．４号，1983年。「｢信用と架空資本」（『資本論」第３部第25章）の
草稿について㈲｣，『経済志林』第51巻第３号，1983年。「｢資本主義的生産にお
ける信用の役割」（『資本論」第３部第27章）の草稿について｣，『経済志林』第
５２巻第３．４号，1985年。「｢利子生糸資本」（『資本論』第３部第21章）の草稿
について｣，「経済志林』第56巻第３号，1988年。
2．第22章の草稿，それとエンゲルス版との相違
本節では，第３部第22章に用いられたマルクスの草稿を見る。これまで
と同様に，草稿からの訳文をかかげ，それに，エンゲルス版（ＭＥＷ版，
また必要に応じて，エンゲルス自身の手にかかる唯一の版である1894年の
マイスナー版一「1894年版」と略称する－）における手入れを注記す
る。注記する手入れ（相違）の範囲や用いる記号類は前回のものと同じで
ある。なお訳文には，岡崎次郎氏の訳（大月書店刊の諸版）を士台として
使わせていただいたが，ほとんどそのままとなっているところもあれば，
大きく手を加えたところもある。
草稿そのものの取り扱いおよびそれへの注記にかんする約束事は次のと
おりである。
注記のさいに，エンゲルス版とは異なる，草稿でのマルクスの原文をな
るべく示すことを原則とする。エンゲルスの手入れは，訳文でも変更が生
じるものばかりでなく，同じ意味の別の単語で置き換えた場合，文章構造
の変更，括弧類の変更なども注記する。しかし，次のようなものは，煩墳
になるだけだと思われるので，原則として取らないことにする。－正書
法上の変更，語順の局部的な変更，人称変化・格変化の訂正，定冠詞の削
除・挿入，前置詞などの文体上の反復挿入，同じ動作名詞の‐ung形と
-ｅｎ形との交換，意味にほとんど変更をもたらさない句読点の変更，語句
の局部的変更，注番号の変更，等を。
行の上などに書き込まれていることによって，あとから（といっても直
後かもしれないのであるが）書き込まれたことがわかる語句は《》で示す。
「利潤の分割」（『資本論』第３部第22章）の草稿について３
｛）はマルクスによる角括弧，〔〕は筆者の挿入である。下線による強
調は，とくに注記しないかぎり，すべてマルクスの草稿における，１本の
下線による強調である。エンゲノレス版では，この強調は原則として省かれ
た。ニンゲルス版で強調されている部分（1984年版では隔字体，ＭＥＷ版
ではイタリック体）は，そのつど，注記する。
マルクス自身の注は，筆者の注と区別できるようにするため，その注番
号をゴシック体にし，またそのまえに「〔原注〕」と記す。
草稿ページは次の記号で示す。ここでの数字および語句はもちろん例示
のためのものである。
’326上lEs…ここから３２６ページ上半部が始まる。
／326上/ＥＳ…ここから３２６ページ上半部の中途のある部分が始まる。
…sｏｌここまでのページが終わる。
…ｓｏ／ページの途中でいったん切れることを示す。つまり，
このページにはさらに別のなんらかの記述があることを
示す。
ここで取り扱う部分では，マルクスは各ページの上半部に本文を，下半
部にそれへの注を書いている。「326上」は３２６ページ上半部を，「326下」
は同じく下半部を示す。
ページの変わり目が文の中途である場合には，あとのページの最初の語
の直前をその変わり目と糸なす。
注のなかでは，草稿とエンゲルス版との相違は，草稿訳文の該当部分を
まず掲げ，次にそれがエソゲルス版でどのようになっているかを記す，と
いうしかたで示す。すなわち，「Ａ→Ｂ」は，草稿中のＡがエンゲルス版
ではＢに変えられていることを示し，「Ａ－削除」は，草稿中のＡがエ
ンゲノレス版では削除されていることを，「挿入一Ａ」は，エンゲルス版
ではここにＡが挿入されていることを示す。意味の変化をもたらさない語
句の変更（外国語のドイツ語への変更，文体上の統一や改善一とエンゲ
ルスには思われたしの－のための変更，等勺については，誤解が生じ
４ 
ないかぎり，訳文中の訳語の直後に原語を〔〕に入れて示した（このよ
うな場合でなくても，原語を示したほうがいいと判断した場合には，それ
を〔〕に入れて示している)。頻出し，かつほとんど例外なく同じ原則で
行なわれている変更の場合には,最初にその旨を注記し,その後のいちいち
の記載を省いた（たとえば，functioniren→fungieren，Zinstragendes
Capital→zinstragendesKapital)。場合によっては，注のなかで，訳語
を掲げたあとに，原語で「Ａ→Ｂ」とする仕方で示した。これらの変更の
記載は，煩墳を避けるために，網羅的にではなく適宜取捨選択してある。
なお，「貨幣資本」ないし「貨幣資本家」の原語がmoniedcapitalな
いしmoniedcapitalistである場合には，必ずそれを〔〕に入れて示し
ているので，この語がない場合には，原語はGeldcapitalないしGeld‐
capitalistとなっているわけである。
「利潤の分割」（『資本論』第３部第22章）の草稿について５
/295上／２）利潤の分割。利子率。利子の自然的な率｡'）
1）「２）利潤の分割。利子率。利子の自然的な率。〔２）TheilungdProfits．
Zinsfuss．ｄ・naturalrateofinterest.〕」→「第22章利潤の分割。利子率。
利子率の「自然的な」率｡」1894年版では，目次では後者のようになっているが，
本文の表題では,「自然的な」に引用符がついていない。なお，マルクスは「利
子率」をZinsfussともZinsrateとも書いており，それをエンゲルスはしば
しば前者を後者に，またその逆に変更しているが，以下ではこれらの変更をい
ちいち記載することはしない。
（１）この§の対象（ならびに，のちに，信用について言うべきすべての
こと）は，ここではけっして，細目にわたって取り扱うことはできない2)。
明らかなのは，１)3)貸し手のと借り手とのあいだの競争およびその結果と
しての貨幣市場の短期的変動〔Oszillationen〕は，われわれの考察範囲
の外にあるということ，２)5)産業循環〔theindustrialcycle〕のあいだ
に利子率が通る円環〔Cirkel〕は，それを叙述するためにはこの〔産業〕
循環〔cycle〕6)の叙述を前提するのであるが，これ”もまた同じくここで
はすることができない8）ということ，３),)世界市場での利子の大なり小な
りの大きな均等化等々も，同様であるということである｡'0）われわれがこ
こでしなければならないのは，ただ，一方で'1)利子生み資本の'2)姿態を展
開することと，〔他方で〕利潤にたし､する利子の自立化を展開することだ
けである｡}、
１）「（」および「）」－削除。
２）「この§の対象（ならびに，のちに，信用について言うべきすべてのこと）
は，ここではけっして,細目にわたって取り扱うことはできない。〔Ｄ、Gegen‐
standdieses§（sowiespiiterallesiiberd・Creditzusagende）ｋａｎｎ
ｈｉｅｒｉｎｋｅｉｎｅｒＷｅｉｓｅｉｍＤｅｔａｉｌｂehandeltwerden.〕」→「この章の対象，
ならびに，そもそものちに取り扱われるべき肌信用のすべての現象〔iiberhaupt
allespiiterzubehandelndenErscheinungendesKredits〕は，ここで細目
にわたって〔imeinzelnen〕研究することはできない｡」
３）「明らかなのは，１)」－削除。
４）「貸し手〔Verleiher〕」－はじめLeiherと書いたが，それにＶｅｒを付け
加えてVerleiherにしている。
６ 
５）「あるということ，２)」→「ある｡」
６）挿入一「そのもの」
７）「これ〔was〕」→「この叙述〔die〕」
８）「することができない」nichtgeschehenk6nnen→nichtgegebenwer-
denk6nnen 
９）「できないということ，３)」→「できない｡」
10）「世界市場での利子の大なり小なりの大きな均等化，竿々も，同様であると
いうことである｡」→「同じことは，‐世界市場での利子の大なり小なりの近似
的な均等化についても言える｡」
11）「一方で」－削除。
12）挿入一「自立的な」
利子は，利潤のうちの，(1)われわれのこれまでの前提によれば，）')機
能資本家2)から貨幣資本家〔moniedcapitalist〕3)に支払われるべき１部
分でしかないのだから，利子の最高限界〔Maximumlimit〕として現われ
るのは利潤そのものであって，その場合には機能資本家4)のものになる部
分はゼロに等しい5)。(6)利子が実際に〔faktisch〕利潤よりも大きく，し
たがってまた利潤から支払われることもできないような)の個女の場合を
別にすれば，もしかすると，利潤のうち監督賃銀〔wagesofsuperinten‐
dence〕7)に分解できるものとしてもっとあとで展開されるべき部分を利潤
全体から引き去ったものを，あるいは利子の最高限界〔Maximumlimit〕
と糸なすことができるかもしれない。ところで8)，利子の最低率9)は全然
規定することのできないものであって,'0）利子はどんな低さにでも下がる
ことができる。とはいえ，つねにやがてまた反作用する'1)事情が現われて，
利子をふたたびこの最低の水準よりも高く引き上げる'2)。
１）「（」および「）」－削除。
２）「機能資本家〔functionirenderCapitalist〕」（草稿では，はじめ「生産資本
家〔productiverCapitalist〕」と書いたが，これを変更している）→「産業資
本家」
３）「貨幣資本家」moniedcapitalist-，Geldkapitalist以下では，「貨幣資本」
ないし「貨幣資本家」の原語がmoniedcapitalないしmoniedcapitalistで
ある場合には，必ずそれを〔〕に入れて示す。この挿入がない場合には，原
「利潤の分割」（『資本論』第３部第22章）の草稿について７
語はGeldcapitalないしGeldcapitalistとなっているわけである。
４）「機能資本家」functionirenderCapit、→fungierenderKapitalistマルク
スは，「機能〔Funktion〕」（名詞）に対応する「機能する」という動詞として
はつねにfunctionirenを使っているが，エンゲルスはこの動詞を一貫して
fungierenに変えている。以下，この原則によって行なわれている変更はいち
いち注記しない。
５）挿入一「であろう」
６）「（」および「）」－削除。
７）「監督賃銀」wagesofsuperintendence→Aufsichtslohn（wagesofsuper‐
intendence） 
８）「ところで〔nun〕」－削除。
９）「最低率〔Minimumrate〕」→「最低限界〔Minimalgrenze〕」
10）「あって，」→「ある｡」
11）「反作用する〔reagirend〕」→「反対に作用する〔gegenwirkend〕」
12）「利子をふたたびこの最低の水準よりも高く引き上げる〔whichcauseit
againtorisebeyondthisminimuslevel〕」→「そして利子をこの相対的最
低限よりも高く引き上げる」
「資本の使用にたいして支払われる金額とこの資本そのものとの関係は，
￣ 
貨幣で計った利子の率を表わしている｡」（『エコノミスト』，1853年１月2２
日｡)'）
￣ 
１）エンゲルス版では改行されていない。
｢利子率は，１)利潤率によって，２)総利潤が貸し手と借り手とのあいだ
で分割される割合によって，定まる｡」（同前｡）「自分が借りたものの使用
にたいして利子として支払うものは，借りたもので生産することのできる
利潤の一部分なのだから，この利子はいつでもそれらの利潤によって左右
されるよりほかはないのである｡」ａ)／
'295下｜〔原注〕ａ）マヅシー，同前。（49ページ｡）〔原注ａ）の終り〕
/295上／はじめにまず，総利潤と，そのうちの利子として貨幣資本家
８ 
〔moniedCapitalist〕しこ支払われるべき部分とのあいだに，ある固定し
た割合〔Proportion〕があるものと仮定してみよう。この仮定のもとで
は')，明らかに，利子は総利潤につれて上がり下がりするであろう。そし
て，総利潤は平均利潤率2)（とこの平均利潤率の変動と)s)によって規定さ
れている。たとえば平均利潤率が20％で，利子が利潤の１/４ならば，〔利
子率は〕５％であろう。平均利潤率が`)１６％ならば利子は４％であろう，
等を`)。(6)第１の場合に?)利子が８％に上がることもありうるであろうが，
この場合にもやはり産業資本家は，〔利潤〕率が１６％で利子が４％の場合
と同じ利潤，すなわち12％をあげるであろう。もし利子が６％か７％に上
がれば8)，彼はやはり，平均利潤率が16％で利子が４％であるような場合
よりも，)，利潤のより大きい部分を確保するであろう｡)6)'0）
1）「この仮定のもとでは〔onthissupposition〕」→「その場合には〔dann〕」
2）「平均利潤率〔daveragerateofprofit〕」→「一般的利潤率」
３）「(とこの平均利潤率の変動〔d・Variationsdieseraveragerateofprofit〕
と)」→「とそれの変動〔ihreSchwankungen〕と」
４）「平均利潤率が」jener→ｊｅｎｅ草稿のjenerはｊｅｎｅの誤記であろう。
５）「’等々」－削除。
６）「（」および「）」－削除。
７）「第１の場合に」→「利潤率が20％の場合に」
８）「に上がれば」→「にしか上がらなければ」
９）「平均利潤率が16％で利子が４％であるような場合よりも」－削除。
１０）エンゲルス版では改行されていない。
(1)もし利子が平均利潤の不変の部分2)に等しいならば，その場合には，
一般的利潤率が高ければ高いほど，総利潤と利子との''296上|絶対的差額
I±それだけ大きく，したがって，総利潤のうちから機能資本家のものにな
る部分もそれだけ大きいということになり，また逆の場合は逆になるであ
ろう。３)１０の１/5は２であり，総利潤と利子を引いたのちの利潤いとの差
額は８である。２０の1/5は４であり，差額は２０－４＝１６である。２５の1/5は
５で，差額は25-5＝20である。３０の1/5は７で，差額は30-6＝24である。
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35の1/5は７で，差額は35-7＝28である。４％，５％，６％，７％という
いろいろに違った利子率が，ここではつねに総利潤のただ1/５だけを，す
なわち20％だけを表わすであろう。５)利潤率がいろいろに違えば，いるし、
ろに違った利子率が総利潤の同じ可除部分または総利潤からの同じ百分比
的分けまえを表わすことができるのである。《利子の》割合がこのように不
変な場合には，産業利潤（総利潤と利子との差額）は，一般的利潤率が高
ければ高いほどますます大きくなり，逆ならば逆であろう｡)'）
１）「（」および「）」－削除。
２）「部分〔Theil〕→「分けまえ〔Quotum〕」
３）挿入一「利子が平均利潤の1/5だと仮定しよう｡」
４）「利子を引いたのちの利潤」→「利子」これは，もともとマルクスの誤記
であったのであろう。
５）挿入一「つまり〔also〕」
他の事情がすべて変わらないとすれば(1)あるいは同じことになるが2)，
利子と総利潤との割合を多かれ少なかれ不変のものと仮定すれば)')，機能
資本家は，利潤率の高さに正比例して，より高いかまたはより低い利子を
支払うことができるであろうし，また支払うことを辞さないであろう｡a）
すでに見たように，利潤率の高さは資本主義的生産の発展に反比例するの
だから，したがってまた一国の利子率の高低も産業的発展の高さにたいし
てやはり反比例する3）ということになる－４)利子6)の相違が現実に利潤
率の相違を表わすかぎりではそうである。そうなるとはかぎらないことは，
もっとあとで見るであろう。この意味では，利子は利潤のによって，より
詳しくは一般的利潤率によって，規制されている，と言うことができる。
そして，このような利子の規制の仕方は，利潤の平均にさえもあてはまる
のである。／
１）「（」および「）」－削除。
２）「同じことになるが」－削除。
３）「反比例する」dasselbeumgekehrteVerh3ltniss…haben→indemselben
umgekehrtenVerhaltnｉｓ…stehen 
1０ 
ｊ
Ｊ
Ｊ
 
４
５
６
 
｢－」→
｢利子」→
｢利潤」．．
｢すなわち〔niimlich〕」
｢利子率」
Profite（複数）→derProHt（単数）
’296下｜〔原注〕ａ）「自然的利子率は佃を人の事業の利潤によって左右
される｡」（マッシー，同前，５１ページ｡）〔原注ａ）の終り〕／
／296上／とにかく，利潤の平均率は，利子を窮極的に調整する限界'）と
ゑなされるべきである。
１）「窮極的に調整する限界〔｡、ultimateregulatinglimit〕」→「窮極的に規
定する最高限界〔dieendgiiltigbestimmendeMaximalgrenze〕」
利子は平均利潤に関連づけて説明すべきだという事’情は，すぐあとでも
っと詳しく考察するであろう。、
ｌ）エンゲルス版では改行されていない。
（１）１つの2)全体一利潤のような－が２人のあいだに分割されなけ
ればならない場合には，もちろんまず問題になるのは，この分割されるべ
きもの3)の大きさであり，そしてこの利潤《の大きさ》は，利潤の平均率に
よって規定されているのである｡}、の
１）「｛」および「）」－削除。
２）挿入一「与えられた」
３）「分割されるべきもの」→「分割されるべき全体」
４）エンゲルス版では改行されていない。
一般的利潤率，つまりたとえば100という与えられた大きさの１資本に
とっての利潤の大きさを，不変なものとして')，与えられたものとして前
提すれば，利子の変動は，明らかに，利潤のうちの機能資本家に手に残る
部分に反比例する。彼が借入資本で仕事をするかぎりは，そうである｡の
言い換えれば，これら２つの種類の資本家が剰余価値または剰余生産物
（不払労働が物質化している生産物）を自分たちのあいだで分割する比率
「利潤の分割」（『資本論」館３部第22章）の草稿について１１
に反比例する｡3)そして，分割されるべき利潤の4)大きさを規定する事情
は，この２つの種類の資本家のあいだへの利潤の分割を規定する事情とは
非常に違うのであって，しばしばまったく反対の方向に作用するのである。
1）「不変なものとして」－削除。
2）「利潤のうちの機能〔functionirend〕資本家の手に残る部分に反比例する。
彼が借入資本で仕事をする〔arbeiten〕かぎりは，そうである｡」→「機能す
る〔fungierend〕が，借入資本で仕事をする資本家の手に残る利潤部分の変動
に反比例する｡」
3）「言い換えれば〔oder〕，これら２つの種類〔Sorte〕の資本家が剰余価値ま
たは剰余生産物（不払労働が物質化している生産物）を自分たちのあいだで分
割する比率に反比例する｡」－削除。
4）挿入一「すなわち不払労働の価値生産物の」
ＤＮＢ、この２)2)が進むなかで明らかになってくるのは，やはり，利潤
の分割の諸法則を研究する前にまずもって，この量的な分割が質的な分割
になる次第を展開したほうがいい，ということだ。§13)からこの点に
〔dazu〕移行するために必要なのは,－以前に行なった展開のあとでは
平均利潤率と平均利潤とが与えられているのだから〔－〕のさしあたり
利子を，この5）〔平均〕利潤のうちの任意の，それ以上詳しくは規定され
ていない部分と等しいと置くこと，《等しいと》前提することのだけである。
〔｢ＮＢ」として書かれた部分の終り〕の
1）この「ＮＢ」で始まる１パラグラフは，エンゲルス版では，「原稿にはここ
１こ次のような覚え書がある。－」という前置きとともに，脚注に収められて
いる。なお草稿では，「ＮＢＪを除いてこのパラグラフは２つの文から成って
いるが，第１の文の左側に，インクでやや弓なりの縦線が引かれており，さら
にそれに追加するように，第２の文の左側にも同様の縦線が付けられている。
「ＮＢ.」という文字は，前者の縦線の左側の上部に書かれている。こうして，
このパラグラフの全体が前後から区別される「ＮＢＪの部分となっていること
が示されている。この縦線の状態から見ると，「ＮＢ.」として第１の文を書い
たのち，すぐにそれに第２の文を付け加えたのかもしれない。なお，「ＮＢＪ
は「Ｎｂ.」と書かれているように見える。
2）「２）」→「章」
1２ 
3）「§１」→「前章」
4）「－以前に行なった展開のあとでは平均利潤率と平均利潤とが与えられて
いるのだから〔－〕」－削除。
5）「この」－削除。
6）「等しいと置くこと，等しいと前提すること〔gleichzusetzen，gleichzu
unterstellen〕」→「として前提すること〔als…unterstellen〕」
7）草稿ではここに「）」があるが，これは，この「ＮＢＪで始まる部分の終り
を示すためのものであろう。
近代産業がそのなかで運動する回転循環一平静状態，活気増大，繁栄，
過剰生産，恐慌，停滞，平静，等を〔stateofquiescence,growinganf
mation，prosperity，overproduction，crisis，stagnation，quiescence 
etc.〕－（１）この循環の詳しい分析はわれわれの考察の圏外にある2))'）
を考察してふれば，そこで見いだされることは，利子の低い状態はたいて
いは繁栄または特別利潤の時期に対応し，利子の上昇は繁栄とその転換と
の分かれ目3)に対応するが，極度の高利にもなる利子の最高限は恐慌に対
応するということであろう｡b）「の1843年の夏からは明瞭な繁栄が始まった。
1842年の春には４１/2％だった利子率が,1843年のⅡ297上|春と夏には２％
に下がり｣のa)，９月には１１/2％にさえ下がった。ｂ）やがて1847年の恐慌
中には８％，そしてそれ以上に上がった。／
1）「（」および「）」－削除。
2）草稿ではここに「－」がはいっている。
3）「分かれ目」－草稿では，はじめ「頂点〔Kuppe〕」と書いたが，これを変
更している。
4）「「」および「」」－削除。
／296下／〔原注〕ｂ）「不況〔Pressure〕直後の第１の時期には，投機が
なくて貨幣は豊富である。第２の時期には貨幣は豊富で投機も盛んである。
第３の時期には投機は衰え始めて貨幣が求められる。第４の時期には貨幣
が払底して不況が始まる｡」（Ｗ・ギルバート，同前〔『銀行実務論』，第５
版，ロンドン，1849年〕，第１巻，144ページ｡）〔原注ｂ）の終り〕’
「利潤の分fIlll」（『資本論』第３部第22章）の草稿について１３
1297下｜〔原注〕ａ）トゥックはこの低落を「その前の数年間は有利な投
資部面がなかったということの必然的な随伴現象としての過剰資本の蓄積
によって，蓄蔵貨幣の放出によって，また商業上の見通しにおける信頼の
|I]復によって」説明している。（『物価の歴史，1839年から１８４９年まで』，
ロンドン，1848年，５４ページ｡）〔原注ａ）の終り〕
〔原注〕ｂ）ギルバート，同前，第１巻，166ページ｡')〔原注ｂ）の終り〕／
1）エンゲルス版では，この出典は本文中に組糸入れられている。
／297上／（１）もちろん，他面では”低い利子が停滞2）と一緒になり，利
子の上昇（適度ではあるが)3)活気の増大〔growinganimation）と一緒
になるということもありうる｡)'）
1）「（」および「）」－削除。
2）「停滞」Stagnation→Stockung
3）「利子の上昇（適度ではあるが）〔steigender（wennauchmiiBiger）Zins〕」
→「利子の適度な上昇〔mtiBigsteigenderZins〕」
’〕(2)利子の平均率を見いだすためには，１)回転循環3)のなかでの利子率
の諸変動をつうじてその平均を計算し⑪なければならない。２)資本がかな
り長い期間にわたって前貸される5)投資での利子率を計算しなければなら
ない｡)2）
1）エンゲルス版では，このパラグラフは，もっとあとのほう（本稿17ページ４
行のあと）に挿入されている。
2）「（」および「）」－－削除。
3）「回転循環〔Umschlagscyclen〕」（複数）→「大きな産業循環」（複数）
4）「計算する」－草稿では，はじめ「考察する〔betrachten〕」と書いたが，
これを変更している。
5）「前貸される」→「投下される」
利子率が極度の高さに達するのは恐慌中のことであって，そのとぎには
支払をするためにはどんなに高くついても〔coutequecoute〕借りなけ
１４ 
れぱならない。（この形態についてはもっとあとで｡)DC)2)／
1）「(この形態についてはもっとあとで｡)」－削除。
2）エンゲルス版では改行せずに，原注ｃ）をここに組糸込んでいる。
／297下／〔原注〕DC）これは同時に，というのは利子の上昇は有価証券
価格の下落に対応するからであるが2)，３)そのような利子つき証券を捨て
値で手に入れる絶好の機会なのであって，このような証券は，通例の経過
ではの，利子率が再び下がればすぐにまた5)その平均の高さ（およびそれ
以上)のに達するに違いないのである。これらの恐慌は，銀行業者たちが，
「自分たちの私的証券を減価させて利子率を最小限にまで縮小する崩落を
先取りして，自分たちの資本を減価した株式に再投下する」ことを可能に
する（〔ヘンリ・ロイ〕『為替の理論。1844年の銀行特許法，云仙，ロソ
ドン，1864年，100ページ)｡の8)1847年の恐慌のあいだに，「ある銀行家の
古くからの顧客が，２０万ポンドの価値ある証券を担保にした貸付を拒絶さ
れた。彼が自分の支払停止を通告するために立ち去ろうとしたとぎ，銀行
家は彼に，そんな処置をとる必要はない，このさいのことだからその証券
を15万ポンドで買ってもよい，と言った｡」（同前，８０ページ｡）〔原注ｃ）
の終り〕／
１）エンゲルス版では，この注は，本文中の注番号ｃ）のつけ-られた箇所に組糸
込まれている。
２）「というのは利子の上昇は有価証券価格の下落に対応するからであるが〔ｄａ
ｄ、Steigend・ZinsesdemFallenimPreissed、securitiesentspricht〕」→
「というのは利子の上昇には有価証券価格の下落が対応するからであるが〔da
demSteigendesZinseseinFaUenimPreisederWertpapiereentspricht〕」
３）挿入一「処分可能な貨幣資本をもっている人Arにとっては」
４）「通例の経過では〔intheregularcourse〕」→「事態が通例の経過をとる
場合には〔imregelmii6igenVerlaufderDinge〕」
５）挿入一「少なくとも」
６）「その平均の高さ（およびそれ以上）〔ihreaverageH6he（unddriiber)〕」
→「その平均価格」
の「これらの恐慌は，銀行業者たちが，「自分たちの私的証券を減価させて利子
「利潤の分割」（『資本論』第３部第22章）の草稿について１５
率を最小限にまで縮小する崩落を先取りして，自分たちの資本を減価した株式
に再投下する」ことを可能にする〔DieseCrisenerlaubend、bankers“to
reinvesttheircapitalindepreciatedstocks，inanticipationofthecollapse 
whichdecreasestheirprivateSecurities，ａｎｄｒｅｄｕｃｅｓｔｈｅｒａｔｅｏｆｉｎｔｅｒｅｓｔ 
ｔｏａminimum.''〕（『為替相場の理論。1844年の銀行特許法,云々』ロンドン，
1864年，100ページ)｡」－削除。
8）エンゲルス版では，このパラグラフのここから最後までは，草稿のこの直前
のところへの注（注64）とされている。
／297上／')利子率が利潤率の変動〔Variations〕には2)かかわりなしに
低落するという傾向3)。
１）挿入一「しかしまた，」
２）挿入一「まったく」
３）挿入一「もある」
１）'）「生産的投下のためよりほかには資本が借り入れられることはけ
っしてないとさえ想定しても，なお，総利潤の率にはなんの変動しないの
に利子が変動するということもありうる。というのは，－国民がますます
富を発展させるのにつれて，自分たちの父祖の労働によって財源を与えら
れてただその利子だけで生活ができるような人々の－階級が発生し，しか
もますますそれが大きくなるからである。また，青年期や壮年期には積極
的に事業に参加しても，隠退してからは，蓄積した金額の利子で静かに晩
年を送ろうとする人々も多い。これら２つの部類の人々は，国富の増大に
つれてふえて行く傾向がある。なぜならば，はじめから相当な資本で始め
る人々は，わずかな資本で始める人々よりもいっそうたやすく独立の財産
をつくりあげることができるからである。それゆえ，古くて豊かな国々で
は，新しくできた貧しい国々でよりも，国民資本のうち自分で充用しよう
としない人戈に属する部分が，社会の総生産資本にたいしてより大きい割
合をなしているのである。イギリスでは金利生活者の階級の人数がなんと
多いではないか１金利生活者の階級が大きくなるのにつれて，資本の賛
し手の階級も大きくなる。というのは，この２つの階級は同じものだから
１６ 
である。この原因からだけでも，利子(よ古い国々では下落する傾向をもた
なければならないであろう｡幻｣d）／
Ｄ「１）」→「Ｉ．」
２）「この原因からだけでも，利子は古い国々では下落する傾向をもたなければ
ならないであろう。」－削除。
／297下／〔原注〕。）ラムジ，同前,201ページ以下｡』)〔原注ｄ）の終り〕／
ｌ）エンゲルス版では，この出典は引用の直後に付記されている。ただし，出典
ページは，1894年版では「201ページ｣，現行版では「201,202ページ」となっ
ている。
／297上/２）')信用制度の発展，また，それだから2)社会のあらゆる階級
のあらゆる貨幣貯蓄〔moneysavings〕を産業家や商業家，)が(4)銀行
業者〔bankers〕の媒介によって)のますます多く利用できるようになると
いうこと，また，この貯蓄〔savings〕の集積が進んで,それが貨幣資本と
して働くことができるような量になるということによって5)。（あとを見
よ｡)の
１）「２）」→「Ⅱ.」
２）「それだから〔daher〕」－，「それにつれて〔damit〕」
３）「商業家〔Commercielle〕」→「商人〔Kaufleute〕」
４）「（」および「）」－削除。
５）「ことによって。」→「こと，これらのこともやはり利子率を圧迫せざるを
えない｡」
６）「(あとを見よ。）」→「これについてのこれ以上のことはあとで。」
ラムジは利子率を純利潤の率と呼んでいるのであるが,、この利子率の
規定について，彼は次のように言っている。利子率は，「一部は総利潤の
率によって定まり，また－部は総利潤が利子と企業利得〔profitofenter‐
prise〕とに分割される割合によって定まる。この割合は資本の貸し手と
借り手とのあいだの競争によって定まる。この競争は，実現されると期待
される総利潤の率によって影響されるが，ただそれだけによって規制され
るわけではない｡｡）競争はただこの原因だけによって規制されるのではな
「利潤の分割」（『資本論」第３部第22章）の草稿について１７
いというのは，一方では，生産的な投資をする意図はなにもないのに借り
る人も多いからであり，他方では，貸付可能な国民的資本の全体の大きさ
は，総利潤のなんらかの変動にかかわりなく，その国の富の変動につれて
変動するからである｡｣f)2Ｖ
１）「ラムジは利子率を純利潤の率と呼んでいるのであるが，」－削除。
２）エンゲルス版では，このあとに，草稿の297ページの上部からもってきた１
パラグラフ（本稿，１３ページ15行以下）を，改行して組み込んでいる。
／297下／〔原注〕ｅ）利子《率》は全体としては平均利潤率によって規定さ
れているのではあるが､，異常なブームが低い〔nieder〕利子率と結びつ
いていることも非常にしばしばありうる。たとえば2)鉄道ブーム3)。利子
率（パンクレート)のは，1844年5)１０月16日に，やっと３％に引き上げら
れた。〔原注ｅ）の終り〕
１）「利子《率》は全体としては平均利潤率によって規定されているのではあるが
〔ｄａｄ・ZinsfussimGanzenbestimmtdurchd、Durchschnittsprofitrate〕」
－ここでのｄａは，理由ではなくて相反・譲歩を示すもの（すなわち，ｄｏｃｈ
がはいるべきところ）であろう。
２）挿入一「1844年夏の」
３）挿入一「の場合」
４）「利子率（パンクレート)」→「イングランド銀行の利子率」
５）「1844年」－エンゲルス版でもこのままになっているが（そして注１)に記
載した挿入もこれにかかわっているが)，これは「1845年」の誤記である。三
宅義夫『貨幣信用論研究』，未来社，1956年，227ページ，参照。
同前（206,207ページ｡)'）〔原注ｆ）の終り〕／
この出典は引用の直後に付記されている。
〔原注〕ｆ）ラムジ，
1）エンゲルス版では，
／297上／《たえず変動する市場率とは区別される')，》一国で支配的な利
子の－利子率の－２)中位的な率またはs)平均率`)は，どんな法則によ
っても全然規定することのできないものである。利子の自然的な率〔nｏ
naturalrateofprofit〕というものは，たとえば利潤の自然的な率〔a
naturalrateofprofit〕または賃銀の自然的な率〔ａｎａｔｕｒａｌｒａｔｅｏｆ
１８ 
Wages〕が存在するというようなこういう仕方でIま,5)存在しない｡g)`）需
要と供給との一致一平均利潤率を与えられたものとして前提して－は
ここでは全然なにも意味してはいない。ほかの場合にこの定式を頼りとす
るときには（そしてそのような場合，そうするのは実際にも正しいのであ
るが)，それは7)，競争には左右されないでむしろ競争を規定する原則（規
制する限界，または限界を画する大きさ〔theregulatinglimits,orthe
limitingmagnitudes〕）を見いだすための定式なのである8)。ことに，競
争の実際や競争の諸現象やそれらの運動から,)発展する諸観念や《にとら
われている人々》にとって，競争のなかで現われる経済的諸関係の内的な
関連の１つの観念一たとえこれ自身また皮相な観念であるとはいえ－
に到達するための定式なのである。それは，競争に伴う諸変動からこの諸
限界'０)に到達するための方法である。平均利子率の場合はそうではない'1)。
Ⅱ298上''2)貸し手〔lenders〕と借り手〔borrowers〕とのあいだの中位の
競争関係1mが，なぜ貨幣の貸し手'4)に彼の資本にたいする３％とか４％と
か５％とかの利子15)を与えることになるのか，あるいは16)，なぜそれ〔中
位の競争関係〕が彼に'7)，総利潤〔grossprofit〕にたいするこの一定の
百分比的分けまえを，《総利潤〔grossprofit〕のうちの》２０％とか50％と
か，等戈を'8)与えることになるのか，その理由は全然ないのである。'9)競
争そのものが決定する場合には，規定はそれ自体として偶然的であり，純
粋に経験的であって，ただ街学または妄想だけがこの偶然性をなにか必然
的なものとして説明しようとすることができるのである｡a）通貨と銀行業
と20)に関する1857年と1858年の議会報告書（タイトルは調べること)21)の
なかでなによりもおもしろいことは，イングランド銀行の銀行理事22)やロ
ンドンの銀行業者や地方の銀行業者〔CountryBankers〕や職業的理論
家たちが，月並ふな文句，《たとえば，》「貸付可能な資本の使用にたいし
て支払われる価格は，そのような資本の供給につれて変動するはずだ」と
か，「高い利子率と低い利潤率とは長きにわたって両立することはできな
い」とかいった文句や，その他このたぐいのきまり文句〔platitudes〕か
「利潤の分割」（『資本論』第３部第22章）の草稿について１９
ら一歩も出ることなしに，「生糸だされた現実の率」についてあれこれと
しゃべりまくっているのを聞くことである｡ｂＬ慣習，法律的伝統，等戈が
中位の利子率の規定に関係がある［23)この中位の利子率がただ平均数とし
て存在するだけではなく実際の大きさとして存在するかぎりはそうであ
る)23）のは，競争そのものがそれに関係があるのと同様である。それゆえ
この件の考察は，競争の項目で行なわれるべきことなのである｡24){25)中位
の利子率は，利子の計算を必要とする，すでに多くの法律上の係争事件で
も，適法に26)認められなければならない｡}26)ところで，さらに，なぜ平均
的なまたは27)中位の利子率の限界〔limitS〕を一般的な諸法則から展開す
る28)ことはできないのか，と問う人があるならば，その答えは単純に利子
の性質のうちにある。利子はただ平均利潤の一部分でしかない。《同じ》資
本が二重の規定で現われるのである。すなわち，貸し手〔lenders〕の手
のなかで貸付可能な資本〔loanableCapital〕として現われ，機能資本家
の手のなかでは産業資本または商業資本として現われるのである。しかし，
それが機能するのはただ－度だけであり，それ自身で利潤を生承だすのは
ただ一度だけである。《それの29)生産過程そのものでは，資本は貸付可能
な資本としては３０)なんの役割も演じない｡》この利潤にたいする要求権を
しつこの二人の人物がこれをどのように分けるかは，それ自体としては，
１つの会社事業をもつさまざまの出資者〔Partners〕が共同利潤の百分比
的分けまえについて折り合いをつげる〔sichversttindigen〕場合と同じ
く，純粋に経験的な事実〔Faktum〕である3D。《本質的に》利潤率の規定
の基礎となっている，剰余価値と労賃とのあいだの分割では，２つのまっ
たく違った要素である労働能力32)と資本《という函数〔Functionen〕が
互いに限界づけ合っている〔sichlimitiren〕》｡33)そして，それらの質的な
区別34)から，生産された価値の量的な分割36)が出てくるのである。剰余価
値が地代と利潤とに分割される場合にも同じことが生じる36〕ということは，
あとでわかるであろう。利子の場合にはこのようなことはなにも生じな
い。３７)いますぐに見るように，逆に，質的な分割38)が，剰余価値の同一の
２０ 
部分〔Theil〕の純粋に量的な分割")から出てくるのである。
1）「たえず変動する市場率とは区別される」－エンゲルス版では，前後に
「－」をつけて，注4)を付した箇所にはいる。
2）「－利子率の－」－削除。
3）「中位的な率または〔mittlereod.〕」－削除。
4）エンゲルス版では，注1)の句がここにはいる。
5）「たとえば利潤の自然的な率〔anaturalrateofprofit〕または賃銀の自然
的な率〔anaturalrateofwages〕が存在するというようなこういう仕方で
は，」→「こういう仕方では，経済学者たちが自然的な利潤率または労賃の自
然的な率を云々するような意味では，」
6）エンゲルス版では，ここに注ｇ）を，前後を改行せずに組承込んでいる。
7）「それは」ｅｓ→ｓｉｅ「それ」が「定式〔Formel〕」を指すかぎりは，エンゲ
ルス版でのようにｓｉｅのほうがよいであろう。
８）「なのである」→「として役立つのである」
９）「それらの運動から」→「そこから〔daraus〕」
10）「この諸限界〔dlimits〕」→「これらの変動の諸限界」
11）「ではない」－筆者のノートではnichtの語が欠けているが，写し落とし
であるかもしれない。筆者の写し落としでなければ，草稿での書き落としであ
る。
12）ここで草稿のページが変わるが，改行ともそうでないとも見ることができ
る。エンゲルス版では改行していない。ここでは改行されていないものとゑて
おく。
13）挿入一「，均衡」
14）「貨幣の貸し手〔moneylender〕」→「貸し手〔Ausleiher〕」
15）「利子」→「利子率」
16）「あるいは〔od.〕」→「あるいはまた〔oderaber〕」
17）「なぜそれ〔中位の競争関係〕が彼に」－削除。
18）「総利潤にたいするこの＝定の百分比的分けまえを，《総利潤のうちの》20％
とか50％とか，等々を」→「総利潤のうちの，２０％とか50％とかという一定の
百分比的分けまえを」
19）挿入一「この場合に〔hier〕」
20）「通貨と銀行業と〔CurrencyandBanking〕」→「銀行立法と商業恐慌と
〔dieBankgesetzgebungunddieHandelskrise〕」
21）「(タイトルは調ぺること)」－削除。
22）「銀行理事〔Bankdirektoren〕」→「理事〔Direktoren〕」
「利潤の分割」（『資本論』第３部第22章）の草稿について２１
「（」および「｝」－削除。
｢それゆえこの件の考察は，競争の項目で行なわれるべきことなのである。
23） 
24） 
〔DBetrachtungdieserGeschichtegeｈ６ｒｔｄａｈｅｒｉｎｄ・Abschnittv．ｄ・
Conkurrenz.〕」－削除。
25）「（」および「）」－削除。
26）「適法に〔legal〕」→「適法なものとして〔aIslegal〕」
27）「平均的なまたは」－削除。
28）「展開する〔entwickeln〕」→「引き出す〔ableiten〕」
29）「それの」－削除。
30）「資本は貸付可能な資本としては〔｡､Capitalalsloanable〕」→「貸付可能
な資本としての資本の性格は〔derCharakterdesKapitalsalsverleihbares〕」
31）「１つの会社事業をもつさまざまの出資者〔Partners〕が共同利潤の百分比的
分けまえについて折り合いをつける〔sichverstﾖndigen〕場合と同じく，純粋
に経験的な事実〔Faktum〕である」→「１つの会社事業の共同利潤の百分比
的分けまえがさまざまの出資者のあいだに分けられる場合と同じく，純粋に経
験的な，偶然の領域に属する事実〔Tatsache〕である」
32）「労働能力」→「労働力」
33）「という函数が互いに限界づけ合っている〔sichlimitiren〕｡」→「とが規定
的に作用する。そこでは２つの独立変数の函数が互いに限界づけ合っている
〔sichgegenseitigGrenzensetzen〕｡」
34）「質的な区別」－エンゲルス版では，強調されている。
35）「量的な分割」－エンゲルス版では，強調されている。
36）「生じる」－草稿では，stattfindetとあるべきところが，stattfindenと誤
記されている。
37）挿入一「この場合には〔hier〕」
38）「質的な分割」－エンゲルス版では，強調されている。
39）「量的な分割」－エンゲルス版では，強調されている。
／297下／〔原注〕ｇ）すでにマヅシーもこの点については十分に正当に
次のように言っている。－「この場合にだれかが疑問とするかもしれな
いただ１つのことは，これらの利潤のどれだけの割合が正当に借り手のも
のであり，どれだけが貸し手のものであるかという問題である。そして，
これを決定するには，一般の借り手と貸し手との意見によるほかにはなん
の方法もない。なぜならば，正も不正も，この点では，ただ一般的な同意
2２ 
が正とし不正とするものでしかないからである｡」（|Ｔｌ前，４９ページ｡）〔原
注ｇ）の終り〕ｎｌ
ｌ）エンゲルス版では，この原注はそっくり本文のなかに組糸込まれている。
’298下｜〔原注〕ａ）たとえば，オプダイク，アノレント，等々を見よ。
－１)2)Ｊ・Ｇ・オプダイク『経済学に関する－論』，ニューヨーク，１８５１
年，は，５％という利子率の一般性を永久的な諸法則から説明しようとす
る，極度に失敗した試永をやっている。それよりもはるかに素朴なのは，
『独占精神と共産主義とに対立する自然的国民経済，云々』，ハーナウ，
1845年，のなかでのカール・アルソト氏である。そこには次のようなこと
が書いてある。「財貨生産が自然的に進行する場合には，利子率を一十
分に開拓された諸国で－ある程度規制するに適していると思われる現象
が，ただ１つ3)だけある。それは，ヨーロッパの森林の樹木量がその年々
の生長によってふえて行く割合である。この生長は，樹木の交換価値とは
まったく無関係に」－４)樹木が自分の生長を「5〕自分の交換価値と無関
係に｣の調整するとはなんという滑稽なことか１－４)「100にたいして３
から４の割合で行なわれる。－したがってこれによれば」(6)すなわち，
どんなに樹木の交換価値が樹木の生長に左右されようとも，樹木の生長は
樹木の交換価値とは7)無関係なのだから}6）「それ」（利子率）「が，この上
なく豊かな8)国々での現在の水準よりも下がるということは，期待できな
いであろう。」（同上，124,125ページ｡）これは，「森林起源的利子率」と
名付けられるのに値する。そして，その発見者はここに引用した著書のな
かで,）「われわれの科学」のために自分を「畜犬税の哲学者」の名にも'0）
値させているのである。〔原注ａ）の終り〕
１）「たとえば，オプダイク，アルント，竿々を見よ。－」－削除。
2）挿入一「たとえば〔so〕」
3）「１つ」－エンゲルス版でも強調されている。
4）「－」－削除。
5）「「」および「」」－削除。
「利潤の分割」（『資本論』第３部第22章）の草稿について２３
「｛」および「）」→「（」および「）」
挿入一「まったく」
｢この上なく豊かな〔goldreichst〕」→「最も豊かな〔reichst〕」
挿入一「さらに進んで」
｢も〔auch〕」－削除。
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
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〔原注〕ｂ）イングランド銀行は，パンクレート〔bankrate〕、を，
（２）もちろん銀行の外で3)支配的な率をつねに顧慮しながらであるとはい
え)2)，地金の流入と流出幻とに応じて引き上げたり引き下げたりする。
「これによって，バンクレートの変動の予想による割引投機が，今では貨
幣中枢部の」（すなわちロンドンの)の「巨頭たちの取引の半分を占めるよ
うになった｡」（〔ヘンリ・ロイ〕『為替の理論，云々』，113ページ｡）〔原注
ｂ）の終り〕／
１）「パンクレート〔bankrate〕」－>「その割引の率」
２）「（」および「）」－削除。
３）「銀行の外で〔ｏｕｔｏｆｔｈｅＢａｎｋ〕」→「公開市場で〔imoHnenMarkt〕」
４）「地金の流入と流出〔d・ＥｆＨｕｘｕ,InHuxofbullion〕」→「金の流入と流出」
５）「(すなわちロンドンの)」→「－すなわちロンドン貨幣市場の－」
／298上／３）､2）「商品の価格はたえざる変動のなかにある。商品にはす
べてそれぞれ特殊な用途がある。貨幣はどんな目的にも役立つ。商品は，
同じ種類のものでも，品質が違っている。正貨はいつでも同じ価値をもっ
ているか，もっているはずである。それだから，われわれが利子という言
葉で表わす貨幣の価格は，他のどんな物の価格よりも大きい固定性と大き
い一様性とをもちうることになるのである｡｣c）以上は，
ト。3）／
わが友ステューア
1）「３)」－削除。この「３）」は，形式的には，既出の「１）」および「２)」
に続くものと見るほかはないのであるが，「１)」および「２）」は「利子率が
利潤率の変動にはかかわりなしに低落する傾向」についてのものであったのに
たいして，この「３）」は，利子率の一様性，固定性，確定性について述べよ
うとしているのであって，内容的には，「１)」および「２)」に続くものでは
2４ 
ないように思われる。エンゲルス版で削除しているのもそのためであろう。
2）ニンゲルス版では，以下のワⅡ|)は，すぐ次に統くパラグラフの末尾への脚注
とされている。
3）「以上は，わが友ステューアト。」－削除。
/298下／〔原注〕ｃ）〔ジェイムズ・ステューアト〕『経済学原理』，フラ
ンス語訳。第４巻，1789年，２７ページ。〔原注ｃ）の終り〕1Ｖ
１）エンゲルス版では，この注は上の引用箇所に組孜込まれている。
／298上／これまでに述べたことから，自然的な利子率、というものがな
いということは明らかである。しかし一方で，《ただ》総利潤〔grosspro‐
fit〕を２人の資本所持者のあいだに違った名目で分けること《だけ》が問題
なのだから，(2)たえず変動する利子の市場率〔Huctuatingmarket-rates
ofinterest〕とは区別される)2)中位の利子率または利子の平均率〔.．
averagerateofinterest〕は，一般的利潤率とは反対に，その限界
〔limits〕をどんな一般的法則によっても確定できないものであるのにた
いして，〔他方では〕逆に，利子率は，中位の利子率であろうと利子率の3）
そのつどの市場率であろうと，一般的利潤率いとはまったく違って，１つ
の一様な〔uniform〕，確定された，一見して明らかな大きさとして現われ
る｡5)6)利潤率にたいする利子率の関係は，ここでは，商品の価値にたいす
る市場価格の関係と同様であるわ｡8）
１）「自然的な利子率〔naturalrateofinterest〕」－>「｢自然的な」利子率」
２）「（」および「）」－削除。
３）「利子率の」－削除。
4）挿入一「の場合にそうであるの」
5）エンゲルス版では，ここに脚注として，このパラグラフのまえのパラグラフ
を置いている。
6）エンゲルス版では，ここで改行されている。
7）「と同様である」→「似ている」
8）エンゲルス版では改行されていない。
利子率が利潤率によって規定されているかぎりでは，それはつねに一般
「利潤の分割」（『資本論』第３部第22章）の草稿について２５
的利潤率によって規定されているのであって，特殊的産業部門で行なわれ
ている《独自な》諸利潤率がどうであれ，それらによって規定されているの
ではなく，まして個別資本家がそれぞれの、特殊的事業部面であげるかも
しれない超過利潤2）によって規定されているのではなおさらない｡｡）それ
だからこそ，一般的利潤率は，実際に経験的な3)事実として，再び平均利
子率〔averagerateofinterest〕のかたちで現われるのである。といって
も，後者はけっして前者の純粋なまたは確実な表現ではないのであるが。’
１）「それぞれの〔jeder〕」→「ある〔ein〕」
２）「超過利潤〔SurplusproHt〕」→「特別利潤〔ExtraproHt〕」
３）挿入一「与えられた」
／298下／〔原注〕。）「とはいえ，このような利潤分割の法則は，それぞ
れの貸し手や借り手に個女に適用されるべきではなく，ｆfし手と借り手と
に一般的に適用されるべきである。……著しく大きい利得や小さい利得は，
巧妙さへの報酬かまたは知識の不足の結果であって，貸し手にはおよそか
かわりのないことである。というのは，彼らは一方によって損をするので
はないのだから，他方によって得をする必要もないからである。同じ事業
に携わる個々の人々について述べたことは，事業のいろいろな種類にもあ
てはまる。もしある１つの事業部門に携わる商人や事業家が，自分たちの
借りたものを使って，同じ国の他の商人や事業家があげる普通の利潤より
もたくさん儲けるならば，その特別な儲けは，それを得るのには普通の巧
妙さと知識だけで足りたとしても，彼らのものであって，彼らに貨幣を提
供した貸し手のものではない。……というのは，貸し手は，普通の利子率
の支払も許さないような悪条件のもとでなにか事業部門を営むために自分
たちの貨幣を貸したのではなかったであろうし，したがってまた，自分た
ちの貨幣からどんな利益が引き出されたとしても，普通の利子率よりも多
くを受け取るべきではないからである｡」（マッシー，同前，５０，５１ペー
ジ｡）〔原注。）の終り〕’
2６ 
’299上|借り手〔borrowers〕が差し出す担保〔Securities〕の種類によ
って，’)利子率そのものがたえず違っているということは，たしかに正し
い。しかし，これらの種類2)については，利子率は一様である。だから，
このような相違は利子率の固定した一様な姿態をそこなうものではないの
である｡3）
l）挿入一「また貸付の期間の長短によって」
2）挿入一「のそれぞれ」
3）エンゲルス版では，ここに，エソゲルスによる次の脚注がつけられている。
「バンクレート〔イングランド銀行割引率〕………………５パーセント
市場割引率，６０日払手形………………………………３５/８パーセント
同，３か月払手形……･………………………..………３１/２パーセント
同，６か月払手形……………………………………３５/１６パーセント
手形仲買人貸付，当日賛･…………………･…………･…1-2パーセント
同，１週間貸………･………..…･………………･………･…３パーセント
株式仲買人貸付，２週間貸妓終率…………………４３/4-5パーセント
預金利子（銀行）……..…………………………･……３１/２パーセント
同（割引商）…………………………………………３－３１/４パーセント
同じ１日でこの相違がどんなに大きいものでありうるかは，1889年12月10日
の『デールニューズ』の市況欄から引用した12月９日のロンドン貨幣市場の
利子率の前掲の表に示されている。岐低は１％で最高は５％である。［Ｆ・ニ
ンゲルス]」
'１]位の利子率は，どの国でも，かなり長い期間については，不変の大き
さとして現われる。なぜならば，一般的利潤率は－特殊的諸利潤率の不
断の変動にもかかわらず，といっても一部面での変動は他の部面での反対
の変動によって相殺されるのではあるが－ただかなり長い期間に変動す
るだけだからである。そして，一般的利潤率の《相対的な》不変性がちょう
ど中位の利子率（｡.')averagerate面od2）commonrateofinterest）の
《多少とも》不変な性格に現われるのである。
1）「ｄＪ－削除。
2）「odJ→「or」
「利潤の分割」（『安本諭』２１９３部第22章）の草稿について２７
しかし，たえず動揺する利子の市場率について言えば，それは，商品の
市場価格と同様に，各瞬間に固定的な大きさとしてつねに、与えられてい
る。なぜならば，貨幣市場〔moneymarket〕ではすべての貸付可能な資
本〔loanablecapital〕がつねに総量として機能資本に対立しており，し
たがって，一方では貸付可能な資本〔loanableCapital〕の供給〔Zufuhr〕
の割合，他方ではそれにたいする需要が，そのつどの利子率の市場価格2）
を決定するからである。ますますそういうことになってくるのは，信用制
度〔Creditwesen〕の発展とそれに結びついたその集積とが貸付可能な資
一
本〔loanableCapital〕に一般的社会的な性格を与えるように3)なるから
である。これに反して，一般的利潤率はいつでもただ傾向として，特殊的
諸利潤率の均等化の運動として，存在するだけである。資本家たちの競争
~この競争そのものがこの均等化の運動である－とは，ここでは，利
潤がかなりながいあいだ平均よりも低い部面からは資本家たちが4)資本を
引き上げていって，利潤が平均〔level〕よりも高い部面に5)資本を投じて
行くということである。あるいはまた，追加資本〔additionalCapital〕
がこれらの部面のあいだに配分される割合が6)違ってくるということであ
る。それは，それらのいろいろな部面への7)資本の供給8)の不断の変動
でo）ある。
１）「つねに」－削除。
２）「市場価格〔Marktpreiss〕」→「市場水準〔Marktstand〕」
３）挿入一「なり，それを一度に同時に貨幣市場に投じるように」
４）挿入一「だんだん〔allmiihlich〕」
５）挿入一「だんだん〔allmiihlich〕」
６）挿入一「だんだん〔nachundnach〕」
７）「への〔zu〕」→「にたいしての〔gegenUber〕」
８）挿入一「と引き上げと」
９）挿入一「あって，けっして利子率の決定の場合のような同時的な大量作用
ではないので」
すでに見たように，利子生承資本は，商品とは絶対的に違った範嬬であ
2８ 
るにもかかわらず，独特な種類の商品〔Waaresuigeneris〕となるので
あって，それゆえに')利子は，〔すなわち〕これまた〔商品の〕価格とは
まったく違っている利子生糸資本の価格は2)，３)商品の場合にその市場価
格がそうであるように,需要と供給〔Zufuhr〕によってそのつど確定され
るのである。それだから，それ〔利子〕の市場率は，たえず変動する〔va‐
riirend〕にもかかわらず，４)商品のそのつどの市場価格とまったく同様に，
つねに確定した一様なものとして現われる。貨幣資本家たち〔monied
Capitalisten〕はこの商品を供給し，機能資本家はそれを買い，それにた
し､する需要を形成するのである。このようなことは，一般的利潤率への均
等化の場合には生じない。もしある部面の商品の価格が生産価格よりも低
かったり高かったりすれば（この場合，それぞれの事業に特有な変動や産
業循環の局面《の相違》に関連する変動〔Fluktuationen〕は無視する)，
その均等化は，生産の拡大または縮小によって，すなわち市場にいろいろ
な生産資本5)によって投じられる商品員の増大または減少によって，均等
化が生じるのであり，この増減は特殊的な生産部面または事業部門のに関
しての資本の流入または流出によって媒介される。諸商品の平均的市場価
格の生産価格への均等化《がそのようにして引き起こされること》によっ
て，一般的利潤率または平均利潤率からの特殊的諸利潤率《の変椅》は修正
〔rektifiziren〕される。この過程は，利子生糸資本とはちがって，生産資
本7)《や商業資本》そのもの8)が買い手にたいしては商品であるというよう
にはけっして現われないし，またけっしてそういうように現われることは
できない。この過程が現われるかぎりでは，それはただ商品そのもの,)の
《市場価格の》変動とそれの生産価格への均等化とのうちに現われるだけで
あって，《平均利潤の'0)確定として現われるのではない》・一般的利潤率は，
実際には，’１)総資本が生産する剰余価値によって，’2)《生産》資本'8)の価値
にたいするこの剰余価値の割合によって，そして")競争によって，といっ
ても《ここでは'5)》，ただ，特殊的生産諸部面に投下された資本がそれぞれ
の相対的な大きさに比例してこの剰余価値から等しい配当を引き出そうと
「利潤の分割」（『資本論』第３部第22章）の草稿について２９
する運動'のであるかぎりでの競争によって，規定されている-17)つまり
一般的利潤率は，実際には，需要と供給〔Zufuhr〕との関係によって'8)規
定される利子の市場率とはまったく違った，それよりもずっと複雑な諸原
因からその規定を汲糸出す〔~〕のであり，したがって，一般的利潤率
は，けっして利子率がそうであるような仕方での明白な与えられた事実で
はない。いろいろな生産部面における特殊的諸利潤率は，それ自身多かれ
少なかれ推測の域を出ないもの〔matterofguessing〕である。しかし，
それらの利潤率が現われるかぎりでは，現われるものはそれらの利潤率の
一様性ではなくて多様性なのⅡ300上|である。ところが，一般的利潤率そ
のものは，ただ利潤の最低限界〔Minimumlimit〕として現われるだけ
で，現実の利潤率の経験的な'9)姿態としては現われないのである。
１）「それゆえに〔weshalb〕」→「そしてそれゆえに〔unddeshalb〕」
２）「〔すなわち〕これはまたこれで〔商品の〕価格とはまったく違っている
〔derwiederganzverschiedenv・Preissist〕利子生糸資本の価格は」→
「利子生糸資本の価格となるのであって，この価格は」－削除。
３）挿入一「普通の」
４）挿入一「与えられたどの瞬間にも」
５）「生産資本」→「産業資本」
６）「または事業部門〔odezGeschiiftszweige〕」－削除。
７）「生産資本」→「産業資本」
８）「そのもの〔alssolche〕」－エンゲルス版では強調されている。
９）「そのもの〔selbst〕」－削除。
10）挿入一「直接的〔direkt〕」
11）挿入一「1.」
12）挿入一「2.」
13）「生産資本」→「総資本」
14）挿入一「3.」
15）「ここでは〔hier〕」－削除。
16）「特殊的生産諸部面に投下された資本が〔それにならって〕〔wonach〕……
引き出そうとする〔ところの〕運動」→「特殊的生産諸部面に投下された資本
が〔それによって〕〔wodurch〕……引き出そうとする〔ところの〕運動」
17）「－」→「。」
3０ 
18）挿入一「直接ただちに〔direktundunmittelbar〕」
19）挿入一「，直接に目に見える」
このような利子率と利潤率との相違を強調するにあたっては，われわれ
自身'）２つの事情を無視している。すなわち，１)利子生糸資本と伝統的に
受け継がれた一般的利子率との歴史的先在2)，２)世界市場が一国の生産諸
条件にはかかわりなく利子率の確定に及ぼす《直接的》影響は，利潤率3)に
比べればずっと大きいということ，の２つである。×x）／
１）挿入一「利子率の固定化を助ける次の」
２）「利子生糸資本と伝統的に受け継がれた一般的利子率との歴史的先在｣→｢利
子生承資本の歴史的先在と伝統的に受け継がれた一般的利子率の存在」
３）「利潤率」→「それが利潤率に及ぼす影響」
/300下／××)'）２％とか３％とか2)５％とかをあげるということは，1000ポ
ンドという貨幣額のどれでもがもつ一般的な関係3)になる｡ｲ)の平均利潤は，
直接に与えられたもののとしては現われないで，矛盾する諸変動の平均結
果として7)現われる。利子率はそうではない。利子率は，その一般性8)，）
においては毎日確定されている事実であって，この事実は，産業資本や商
業資本にとっては，彼らの操作のさいの計算上の前提および項目〔item〕
として役立ちさえもするものなのである。１０)気象報告〔meteorologische
Bulletins〕が気圧計や温度計の示度を記録する正確さも，取引所報告
〔B6rsenbulletins〕が，あれこれの資本についてではなく，貨幣市場にあ
る資本すなわち'1)貸付可能な資本について利子率の高さを記録する正確さ
の上には出ないのである。
１）この「x×)」という記号で上の箇所への連絡が示されている部分は，このあ
と（草稿で）３パラグラフ続く。上の箇所と同じページの下半に書かれている。
２）挿入一「４％とか」
３）「関係〔Verhiiltniss〕」→「能力〔Verm6gen〕」これはマルクスの誤記だっ
たのであろう。
４）エンゲルス版では，以上の１文は，後出の注10)の箇所に移されている。
５）エンゲルス版では，ここから新たなパラグラフが始まる。
６）「与えられたもの〔gegebenes〕」→「与えられた事実」
｢利潤の分割」（『資本論』第３部第22章）の草稿について３１
７）「矛盾する諸変動の平均結果として〔alsdDurchschnittsresultatwider‐
sprechenderOszillationen〕」→「研究によってはじめて確定されるべき，反
対の方向への諸変動〔Schwankungen〕の平均の最終結果〔Endresultat〕とし
て」
８）「一般性」→「一般に通用するもの〔A11gemeingiiltigkeit〕」
９）挿入一「，少なくともその地方的な一般性」
１０）エンゲルス版では，ここに，前出の注4)を付した１文がはいっている。
１１）挿入一「そもそも」
貨幣市場ではただ貸し手〔lenders〕と借り手〔borrowers〕とが相対す
るだけである。商品は同じ形態を，すなわち貨幣という形態をとっている。
資本がそれぞれ特殊的生産部面または流通部面で投下されるのに応じて取
るすべての特殊的な姿態は，ここでは消えてしまっている。資本は，ここ
では，自立的な交換価値Ｄの，貨幣の，無差別な，自分自身と同一な姿態
で存在する。特殊的諸部面の競争はここではなくなる。すべての部面が貨
幣の貸し手2）としてふなひとまとめにされており，また資本も，すべての
部面にたいして，その充用の特定の仕方にはまだかかわりのない形態で相
対している。資本はここでは，生産資本3)がただ特殊的諸部面のあいだの
運動と競争とのなかでだけ現われるところのものとして，諸階級の共同的
な資本のとして，現実に，重糸に従って，資本への需要5)のなかで現われ
るのである。（？)の他方，貨幣資本(貨幣市場での資本)7)は現実に次のよ
うな姿態をもっている。すなわち，その姿態で貨幣資本は共同的な要素と
して，その特殊的な充用にはかかわりなしに，それぞれの特殊的部面の生
産上の要求に応じていろいろな部面のあいだに，資本家階級のあいだに，
配分されるのである。そのうえに，大工業の発展につれてますます貨幣資
本は，それが市場に現われる8)かぎりでは，個別資本家，すなわち市場に
ある資本のあれこれの断片〔Parcel〕の所有者によって代表されるのでは
なくて，集中ざれ組織されて，現実の生産とはまったく違った仕方で，
《社会的》資本を代表する銀行業者の統制のもとに現われる，)。したがって，
需要の形態から見れば，この資本には'0)１階級の重みが相対しており，同
3２ 
様に供給〔Zufuhr）から見ても，この資本は'1)，大量にまとまった〔en
masse〕貸付可能な資本として〔現われる〕のである。
｢交換価値」→「価値」
｢貨幣の貸し手〔Geldleiher〕」→「貨幣の借り手〔Geldborger〕」
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
 
１
２
３
４
 
｢生産資本」→「産業資本」
｢諸階級の共同的な資本〔gemeinsameCapitalderKlassen〕」→「階級の
それ自体で共同的な資本〔ansichgemeinsamesKapitalderKlasse〕」（エ
ンゲルス版では，この部分は強調されている｡）
５）「資本への需要」→「資本の需要供給」
６）「(？)」－これはマルクス自身が記したもののようである。
７）「貨幣資本（貨幣市場での資本)」→「貨幣市場での貨幣資本」
８）「現われる」auftreten→erscheinen
９）「集中され組織されて，現実の生産とはまったく違った仕方で，《社会的》資
本を代表する銀行業者の統制のもとに現われる」→「集中され組織された大量
として現われるようになるのであって，この大量は，現実の生産とはまったく
違った仕方で，社会的資本を代表する銀行業者の統制のもとに置かれている」
10）「この資本には〔ihm〕」→「貸付可能な資本には」
11）「この資本は〔es〕」→「この資本そのものが〔esselbst〕」
以上は，なぜ一般的利潤率は，固定したり利子率と並んで，消えかかる
まぼろしのようなものとして現われるのか，ということのいくつかの理由
である。この利子率は，その大きさから見ればたしかに変動しはするが，
しかしこのことは，それがすべての借り手にとって一様に変動し，それゆ
えにまた借り手にたいしてつねに，固定した与えられたものとして相対す
ることを妨げないのであって，それは，ちょうど，貨幣の価値変動が，す
べての商品にたいして貨幣が同じ価値をもっていることを妨げないのと同
様である2)。商品の市場価格が毎日変動しても，このことは市場価格が日
々値付け〔quotiren〕されることを妨げないが，利子率も同様であって，
それは同様に規則正しく貨幣の価格として値付け〔quotiren〕されるので
ある3)。なぜならば，ここでは資本そのものが商品として供給されるから
であり－貨幣－４)，したがってその価格の確定は《他の》すべての商品
「利潤の分割」（『資本論』第３部第22章）の草稿について３３
の場合と同様にその市場価格の確定5)だからであり，したがって利子率は
つねに一般的利子率として,どれだけの貨幣にたいしてどれだけとして,6）
現われるからであるが,7）これにたいして，利潤率は，同じ部面のなかで8）
￣ 
も，また諸商品，)の市場価格が同じでも，違っていることがありうる。
（'0)個別諸資本'1)が同じ商品を生産するさいの諸条件'2)に従って。という
のは，特殊的利潤率'3)は，商品の市場価格によって決まる'4)のではなく，
市場価格と費用価格との差額によって決まる'4)のだからである｡)'0)そして，
利潤率はさまざまな部面のなかで，ただ不断の変動〔Oszillation〕，諸過
程〔Prozesse〕によっての承均等化されるのである'6)。〔｢×x)」による追記
部分の終り〕｜
Ｄ「固定した〔fix〕」－「確定した〔bestimmt〕」
２）「しかしこのことは，それがすべての借り手にとって一様に変動し，それゆ
えにまた借り手にたいしてつねに，固定した与えられたものとして相対するこ
とを妨げないのであって，それは，ちょうど，貨幣の価値変動が，すべての商
品にたいして貨幣が同じ価値をもっていることを妨げないのと同様である」→
「しかし，それがすべての借り手にとって一様に変動するということによって，
借り手にたいしてつねに，固定した与えられたものとして相対するのである。
それはちょうど，貨幣の価値変動が，すべての商品にたいして貨幣が同じ価値
をもっていることを妨げないようなものである」
３）「商品の市場価格が毎日変動しても，このことは市場価格が日々値付け〔quo‐
tiren〕されることを妨げないが，利子率も同様であって，それは同様に規則
正しく貨幣の価格として値付け〔quotiren〕されるのである」→「ちょうど，
商品の市場価格が毎日変動しても，このことは市場価格が相場表のなかで日々
値付け〔notieren〕されることを妨げないようなものである。利子率もまった
く同様であって，それは同様に規則正しく「貨幣の価格」として値付け〔no‐
tieren〕されるのである」
４）「－貨幣一」－削除。
５）「確定」Fixation→Fixierung
６）挿入一「量的に規定されたものとして」
７）「あるが，」→「ある。」
８）挿入一「さえ」
９）「諸商品」→「商品」
3４ 
10） 
11） 
12） 
13） 
14） 
15） 
｢（」および「）」－削除。
｢個別諸資本」dindiv、Capitalien→dieeinzelnenKapitale
挿入一「が違うのに」
｢特殊的利潤率〔dbesondreRated・Profits〕」→「利潤率〔dieProfitrate〕」
｢によって決まる」ｖｏｎ…abhtingen→durch…bestimmtwerden
｢そして，利潤率はさまざまな部面のなかで，ただ不断の変動〔Oszillatio‐
nen〕，諸過程〔Prozesse〕によっての承均等化されるのである」→「そして，
これらのさまざまな利潤率は，まず第一に同じ部面のなかで，それから次には
さまざまな部面そのもののあいだで，ただ不断の変動〔Schwankungen〕によ
っての糸均等化されることができるのである」
/300上／’)2)(3)信用の１つの証明，形態4)の。われわれが知っているよ
うに，貨幣が購買手段としてではなく支払手段として機能する場合には，
商品は譲渡されるが，その価値はあとからはじめて実現される。もし商品
が6)売られてからはじめて支払がなされるとすれば’７)販売は購買の結果
として現われるのではなく，販売によって購買が実現されるのである。そ
して8)，販売が購買の手段になるのである｡)3)(9)10)第２に，債務証書（'1)手
形など)11)が債権者にとっての支払手段になる｡},）（'2)第３に，債務権原
の相殺が貨幣の代わりをする｡}'2)'3）／
１）草稿では，このすぐまえに，「以上のところから’次のことが明らかになる。
〔EsergiebtsichausdemBisherigenFolgendes：〕」と書き,改行してそ
の下に「第１に。〔Erstens：〕」と書いたのちに，この両方を消している｡
２）エンゲルス版では，このパラグラフのまえに，区切りを示す横線が引かれて
いる。そしてこのパラグラフの最初に，「(あとの仕上げのための覚え書)」と
書き入れている。
３）「｛」および「｝」￣削除。
４）「形態」－草稿では「証明」という語の上に書かれている。
５）「信用の１つの証明，形態。」→「信用の１つの特殊な形態｡」の
の
＄
の
①
１
 
挿入一「ふたたび」
挿入一「この」
｢そして〔und〕」→「すなわち〔oder〕」
「（」および「｝」－削除。
挿入一「－」
「利潤の分割」（『資本論』第３部第22章）の草稿について３５
１１）「（」および「）」－削除。
12）「（」および「）」－削除。
13）草稿では，このあとに，改行して「第１。〔Erstens：〕」と書いたのち，消
しているように見える。
（1988年７月10日）
一正誤表一
｢｢利子生み資本」の草稿について」（本誌第56巻第３号）
１ページ３行目
１ページ10行目
11ページ15行目
〃
No.２→No.３ 
本は｣，→本」は，
S、175-176→Ｓ１７３－１７４
Ｓ１７８→Ｓ、１７６
